
　（別紙４（２）） 事業所名 グループホーム　もみじ苑

作成日：　平成　２４年　　５月　　１０日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 49

震災直後は外出することが困難であった。利用
者様のなじみの場所も甚大な被害を受けた場
所が多く、また、外出することによって利用者が
不安定になることも多く見られ外出を控えてい
た。

徐々になじみの場所も整備されて来ていて、
また、地域の行事も行われてきているので、
利用者様の気持ちを考慮しながら外出の機
会を増やしていく。

利用者様ひとり一人の気持ちを考慮しながら、
希望を聞き入れ、なじみの場所へのドライブ、
散歩、地域行事と可能な限り外出の機会を多く
持つようにする。

６か月

2 4

グループホームを活かした地域貢献 運営推進会議を活用し、地域との協働、連
携を図り、地域貢献につなげていく。

地域、近隣活動への参加、施設内行事、研修
への地域の方々の参加増やし、認知症ケアの
実践経験を啓発し、認知症の理解を深めて行
く。

１年

3 33

準備は進めているが、現状では設備や医療連
携などで、できることが限られているため、重度
化、終末期に向けた取り組みができていない。

本人や家族の意向に沿う「重度化、終末期
ケア」ができるようにしていく。

医療関係者との協働とれんけいを図る。
マニュアルの整備。
重度化、終末期ケアについての職員研修の実
施。

１年

4

5

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに次のステップへ向けて取り組む目標を職員一同で話し合いながら作成します。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

　　　　　　　　　　　　　　２　目標達成計画


